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は
じ
め
に

　

徳
川
家
康
の
合
戦
と
い
え
ば
、
ど
の
戦
い
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
鮮
烈
な
印
象
と
し
て

残
っ
て
い
る
の
は
、
天
下
取
り
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
合
戦
と
慶
長
十

九
・
二
十
年
（
一
六
一
四
・
一
五
）
の
大
坂
の
陣
の
二
つ
に
違
い
な
い
。
家
康
は
前
者
の
戦
い
を
制
す
る
こ
と

で
、
江
戸
幕
府
開
幕
へ
の
足
掛
か
り
を
築
き
上
げ
た
。
後
者
の
戦
い
で
は
、
豊
臣
秀
頼
を
死
に
追
い
や
る
こ

と
で
、
徳
川
公
儀
の
存
在
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
そ
う
し
た
点
で
、
こ
の
二
つ
の
合
戦
は
家
康
に
と
っ

て
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

実
は
、
家
康
が
主
体
と
な
っ
て
戦
っ
た
主
な
合
戦
は
、
こ
の
二
つ
だ
け
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
あ
え
て
加
え
る
な
ら
ば
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
織
田
信
長
死
後
に
お
け
る
武
田
氏
遺
領
の
争
奪

戦
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
を
挙
げ
る
に
す
ぎ
な
い
。
永
禄
六
・
七
（
一
五
六

三
・
六
四
）
の
三
河
一
向
一
揆
は
、
戦
い
の
性
質
か
ら
し
て
、
大
名
相
手
の
合
戦
と
や
や
様
相
を
異
に
し
て

い
る
。

　

ほ
か
の
合
戦
は
、
お
お
む
ね
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
天
下
取
り
の
戦
い
に
動
員
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
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い
え
よ
う
。
家
康
は
長
寿
を
保
っ
た
が
、
信
長
や
秀
吉
に
動
員
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
主
体
的
に
戦
っ
た
の

は
晩
年
の
約
十
五
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

家
康
と
い
え
ば
、
戦
巧
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
乏
し
い
。
そ
れ
は
、
数
多
く
の
合
戦
に
ま
つ
わ
る
マ
イ
ナ

ス
・
イ
メ
ー
ジ
の
逸
話
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
三
）
の
三
方
ヶ
原
の
戦
い
で
敗
北
し
た
家
康
は
、
あ
ま
り
の
恐
怖
に
脱
糞
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
敗
北
の
戒
め
と
し
て
、
自
ら
の
姿
を
描
か
せ
た
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
説
は
否
定
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
家
康
は
大
坂
夏
の
陣
で
真
田
信
繁
の
率
い
る
軍
勢
に
敗
北
を
喫
し
、
這
う
這
う
の

体
で
逃
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
根
拠
の
な
い
逸
話
で
あ
っ
て
、
事
実
と
は
言
え
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
誤
っ
た
逸
話
に
よ
っ
て
、
武
将
と
し
て
の
家
康
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ

ー
ジ
で
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
実
の
家
康
は
決
し
て
臆
病
者
で
も
、
戦
が
下
手
で
も
な
か
っ
た
。
家
康
は
日
頃
か
ら
鍛
錬

を
欠
か
す
こ
と
な
く
、
剣
術
、
馬
術
、
弓
術
、
鉄
砲
に
優
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
鷹
狩
り
を
趣
味
と
し
、
合
戦
の
勘
を
鈍
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
同
時
に
、
長
寿
を
保
つ
べ

く
健
康
に
配
慮
し
、
薬
学
、
医
学
へ
の
造
詣
が
深
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
の
桶
狭
間
の
戦
い
を
嚆こ

う

矢し

と
し
て
、
最
晩
年
の
大
坂
の
陣
に
至
る
ま
で
の

主
要
な
合
戦
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で
家
康
の
合
戦
を
論
じ
る
際
は
、
先
述
し
た
逸
話
や
伝
承
の
類
に
よ
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る
叙
述
、
あ
る
い
は
二
次
史
料
を
用
い
る
こ
と
で
、
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
合
戦
を
論
じ
る
際
は
、
軍
記
物
語
な
ど
の
二
次
史
料
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
の
は
事

実
だ
が
、
本
書
で
は
合
戦
の
経
緯
な
ど
を
含
め
、
一
次
史
料
を
用
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
俗
説
を
改
め
る
よ
う
心
掛
け
た
。

　

本
書
で
は
家
康
の
代
表
的
な
合
戦
を
取
り
上
げ
た
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
一
読
い
た
だ
き
、
認
識
を
新
た
に

し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。
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（
わ
た
な
べ
・
だ
い
も
ん
）

一
九
六
七
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
佛
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
文
学
）。
現
在
、
株
式
会
社
歴
史

と
文
化
の
研
究
所
代
表
取
締
役
。
主
要
業
績
：『
嘉
吉
の
乱
　
室

町
幕
府
を
変
え
た
将
軍
暗
殺
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
。



今
川
氏
の
人
質
と
な
っ
た
家
康

　

桶
狭
間
の
戦
い
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
徳
川
家
康
が
今
川
家
の
人
質
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
三
月
六
日
、
家
康
の
父
・
松
平
広
忠
は
岡
崎
城
（
愛
知
県
岡
崎
市
）
内
で
家
臣

の
岩
松
八
弥
に
斬
り
殺
さ
れ
た
。
広
忠
が
惨
殺
さ
れ
た
事
件
に
は
異
説
が
あ
る
。﹃
松
平
記
﹄
な
ど
に
は
、
広

忠
が
﹁
病
死
﹂
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
家
康
の
祖
父
の
松
平
清
康
も
配
下
の
者
に
討
た
れ
た
の
で
、
同
書

は
清
康
・
広
忠
と
二
代
に
わ
た
っ
て
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
こ
と
を
憚は

ば
かっ

た
の
だ
ろ
う
。

　

広
忠
が
亡
く
な
る
と
、
子
の
竹
千
代
（
の
ち
の
家
康
）
が
織
田
氏
の
人
質
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
岡
崎
城
は

主
が
い
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
義
元
は
た
だ
ち
に
太た

い

原げ
ん

雪せ
っ

斎さ
い

を
岡
崎
城
に
派
遣
す
る
と
、
こ
れ
を
接
収
し
た
。

同
年
十
一
月
、
義
元
は
太
原
雪
斎
に
命
じ
て
、
再
び
三
河
に
大
軍
を
送
り
込
み
、
織
田
信
秀
の
子
・
信
広
が

籠
る
安あ

ん

祥じ
ょ
う

城
（
愛
知
県
安
城
市
）
を
攻
撃
し
た
。
織
田
方
も
必
死
に
応
戦
し
た
が
、
同
年
十
一
月
九
日
に
落

城
し
た
の
で
あ
る
。

　

戦
い
の
結
果
、
信
広
は
捕
虜
に
な
っ
た
。
太
原
雪
斎
は
竹
千
代
の
身
柄
を
奪
還
す
べ
く
、
捕
虜
の
信
広
と

交
換
す
る
条
件
を
織
田
方
に
持
ち
掛
け
た
。
こ
の
交
換
交
渉
は
成
立
し
、
竹
千
代
は
今
川
方
に
戻
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
竹
千
代
は
岡
崎
に
滞
在
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
駿
府
（
静
岡
市
葵
区
）
へ

と
送
ら
れ
た
。
義
元
は
岡
崎
城
に
代
官
を
派
遣
し
、
西
三
河
に
お
け
る
拠
点
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
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る
。
敗
北
し
た
織
田
信
秀
の
三
河
侵
攻
は
失
敗
に
終
わ
り
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
に
病
没
し
た
の
で

（
没
年
は
諸
説
あ
り
）、
家
督
は
後
継
者
の
信
長
に
託
さ
れ
た
。

　

岡
崎
か
ら
駿
府
へ
と
送
ら
れ
た
竹
千
代
は
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

竹
千
代
が
い
た
駿
府
の
具
体
的
な
場
所
は
、
諸
書
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
少
将
の
宮
の
町
（﹃
三
河

物
語
﹄）、
宮
の
前
（﹃
松
平
記
﹄）、
宮
ヶ
崎
な
ど
で
あ
る
。
幼
い
竹
千
代
は
、
太
原
雪
斎
か
ら
学
問
を
授
け
ら

れ
、
祖
母
・
於
富
か
ら
手
習
い
を
学
ん
だ
と
い
う
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
近
世
の
編
纂
物
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、

明
確
な
史
料
的
裏
付
け
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

天
文
二
十
四
年
（
弘
治
元
年
。
一
五
五
五
）
三
月
、
竹
千
代
は
元
服
す
る
と
、
義
元
の
偏へ

ん

諱き

を
授
け
ら
れ
、

元
信
と
名
乗
っ
た
。
元
信
は
名
実
と
も
に
、
今
川
氏
の
配
下
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
弘
治
二
年
（
一
五
五

六
）
六
月
、
元
信
は
一
時
的
に
岡
崎
に
戻
り
、
新
当
主
の
お
披
露
目
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
家
臣
の
鳥
居
忠

吉
は
、
松
平
家
再
興
の
た
め
に
蓄
え
た
城
内
の
米
や
銭
を
見
せ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。

　

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
一
月
（
あ
る
い
は
三
月
）、
元
信
は
妻
を
娶
っ
た
。
妻
の
名
は
築
山
殿
と
い
い
、
今

川
家
の
家
臣
で
一
族
の
関
口
義
広
の
娘
で
あ
っ
た
。
義
広
は
元
信
が
元
服
し
た
と
き
、
理
髪
（
頭
髪
を
整
え
て

成
人
の
髪
形
に
結
う
こ
と
）
を
務
め
た
。
義
広
の
妻
は
義
元
の
妹
だ
っ
た
の
で
、
築
山
殿
は
義
元
の
姪
だ
っ
た
。

元
信
は
、
今
川
氏
一
門
に
準
じ
る
扱
い
の
武
将
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
五
月
か
ら
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
七
月
の
間
に
、
元
信
は
元
康
と
改
名
し
た
。﹁
康
﹂
字
は
、
祖
父
・
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清
康
の
名
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
も
、
織
田
氏
と
今
川
氏
の
抗
争
は
続
い
て
お
り
、
今
川
氏
の

配
下
に
あ
っ
た
寺
部
城
（
愛
知
県
豊
田
市
）
の
鈴
木
重
辰
は
、
突
如
と
し
て
義
元
に
反
旗
を
翻
し
た
。
そ
こ

で
、
義
元
は
永
禄
元
年
二
月
、
元
康
に
重
辰
の
討
伐
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
元
康
は
苦
し
み
な
が
ら
も
重
辰

を
追
い
詰
め
、
そ
の
勢
い
で
広
瀬
、
挙こ

ろ
も母

、
梅
ヶ
坪
、
伊
保
（
愛
知
県
豊
田
市
）
な
ど
の
諸
城
に
攻
め
込
ん

だ
。
見
事
に
初
陣
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。

今
川
義
元
の
出
陣

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
は
、
元
康
（
家
康
）
に
と
っ
て
重
要
な
年
に
な
っ
た
。
桶
狭
間
の
戦
い
で
、
今
川

義
元
が
織
田
信
長
に
敗
れ
て
戦
死
し
た
か
ら
で
あ
る
。
信
長
は
、
大
軍
を
率
い
て
尾
張
に
攻
め
込
ん
で
来
た

義
元
を
見
事
に
打
ち
破
っ
た
の
だ
。
桶
狭
間
の
位
置
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
愛
知
県
名
古

屋
市
緑
区
か
ら
隣
の
豊
明
市
に
か
け
て
の
地
域
と
さ
れ
て
い
る
。

　

義
元
が
西
進
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
①
上
洛
説
、
②
三
河
支
配
安
定
化
説
、
③
尾
張
制
圧
説
、
④
東
海

地
方
制
圧
説
な
ど
が
あ
る
。

　

上
洛
説
を
示
し
て
い
る
の
は
、
小お

瀬ぜ

甫ほ

庵あ
ん

の
﹃
信
長
記
﹄、﹃
当
代
記
﹄、﹃
松
平
記
﹄
と
い
っ
た
二
次
史
料

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
成
立
年
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
お
お
む
ね
慶
長
年
間
に
は
完
成
し
て
い
た
。
上
洛
説
が
広

く
流
布
し
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
参
謀
本
部
編
﹃
日
本
戦
史　

桶
狭
間
役
﹄
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（
元
真
社
）
の
影
響
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
上
洛
説
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
②
③
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
説

が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
義
元
は
三
河
の
支
配
を
安
定
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
信
長
と
雌
雄
を
決
し
、
尾
張
を

支
配
下
に
置
こ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
五
月
十
二
日
、
義
元
は
自
ら
大
軍
勢
を
率
い
、
領
国
の
駿
府
を
出
発
し
た
。
東
海
道
を
西
に
向
か
い
、

信
長
の
い
る
尾
張
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
五
月
十
八
日
に
は
、
尾
張
と
三
河
の
国
境
付
近
に
あ
る
沓く

つ

掛か
け

城

（
愛
知
県
豊
明
市
）
に
入
城
し
た
。
同
城
の
城
主
は
、
今
川
氏
配
下
の
近
藤
景
春
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
義
元

か
ら
先
鋒
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
な
い
元
康
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
緒
戦
、
大
高
城
（
名
古
屋
市
緑
区
）
を
守
る
今
川
氏
配
下
の
鵜う

殿ど
の

長な
が

照て
る

は
、
義
元
に
城
中
の
兵
糧
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
。
大
高
城
は
織
田
方
に
す
っ
か
り
包
囲
さ
れ
る
と
い
う
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
っ
た
。
敵
に
攻
囲
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
兵
糧
を
城
内
に
運
び
込
む
こ
と
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
。
報
告

を
受
け
た
義
元
は
、
た
だ
ち
に
兵
糧
の
補
給
を
元
康
に
命
令
し
た
。
命
令
を
受
け
た
元
康
は
、
大
高
城
に
兵

糧
を
運
び
込
む
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
元
康
は
五
月
十
八
日
に
織
田
方
の
鷲
津
砦
と
丸
根
砦
（
以
上
、
名
古
屋

市
緑
区
）
の
間
を
縫
う
よ
う
に
突
撃
し
、
城
中
に
小こ

荷に

駄だ

隊
（
兵へ

い

站た
ん

の
輸
送
部
隊
）
を
送
り
込
む
こ
と
に
成
功

し
た
。
そ
の
際
、
元
康
は
赤
色
の
武
装
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
大
高
城
に
留
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
元
康
の
兵
糧
補
給
に
よ
っ
て
、
鵜
殿
氏
が
籠
る
大
高
城
は
落
城
を
免
れ
た
の
だ
。
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信
長
の
対
応

　

こ
う
し
た
情
勢
に
お
い
て
、
織
田
方
で
は
軍
議
を
催
し
、
今
川
氏
を
相
手
に
積
極
的
に
打
っ
て
出
る
か
、

清
須
城
（
愛
知
県
清
須
市
）
に
籠
城
す
べ
き
か
、
議
論
を
戦
わ
せ
て
い
た
が
、
明
確
な
結
論
は
出
な
か
っ
た
。

五
月
十
九
日
未
明
、
今
川
方
の
元
康
と
朝
比
奈
泰
朝
は
、
織
田
方
の
丸
根
砦
、
鷲
津
砦
に
攻
め
込
ん
だ
。
も

は
や
信
長
の
敗
勢
は
濃
く
な
っ
て
い
た
。

　

む
ろ
ん
、
こ
の
一
報
は
、
信
長
の
も
と
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
信
長
は
戦
況
を
一
向
に
意
に
介
さ
ず
、
作

戦
を
練
る
ど
こ
ろ
か
、
世
間
話
を
す
る
有
様
だ
っ
た
。
信
長
の
真
意
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
深
夜
に
な
る

と
家
臣
を
帰
宅
さ
せ
た
が
、
家
臣
は
﹁
運
の
末
に
は
知
恵
の
鏡
が
曇
る
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
い

う
の
だ
ろ
う
﹂
と
口
々
に
信
長
の
悪
口
を
述
べ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

明
け
方
に
な
る
と
、
佐
久
間
大
学
ら
が
今
川
軍
が
攻
撃
し
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
す
る
と
、
そ
れ
ま

で
一
切
動
じ
な
か
っ
た
信
長
は
、
突
如
と
し
て
﹁
人
間
五
十
年
、
下
天
の
う
ち
を
比
べ
れ
ば
夢
幻
の
如
く
な

り
﹂
と
幸
若
舞
﹁
敦
盛
﹂
を
謡
い
舞
う
と
、
出
陣
の
準
備
を
整
え
た
。
信
長
は
出
陣
の
合
図
の
法
螺
貝
を
吹

く
よ
う
に
命
令
す
る
と
、
具
足
を
着
用
し
て
立
っ
た
ま
ま
食
事
し
、
そ
の
ま
ま
兜
を
か
ぶ
る
と
出
陣
し
た
の

で
あ
る
。

　

五
月
十
九
日
早
朝
、
信
長
は
小
姓
五
騎
の
み
を
引
き
連
れ
、
居
城
の
清
須
城
を
あ
と
に
し
た
。
率
い
た
軍

勢
は
、
わ
ず
か
二
〇
〇
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
や
が
て
、
信
長
は
軍
勢
を
熱
田
神
宮
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
に
集

16



結
さ
せ
る
と
、
今
川
氏
と
の
対
決
に
向
け
て
戦
勝
祈
願
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
鷲
津
・
丸
根
の
両

砦
は
落
ち
て
お
り
、
煙
が
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

義
元
の
状
況

　

一
方
の
義
元
は
、
桶
狭
間
山
で
休
息
を
取
っ
て
い
た
。
率
い
た
軍
勢
は
、
約
四
万
五
千
。
信
長
の
軍
勢
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
約
四
万
五
千
と
い
う
数
は
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
る
。
も
う
少
し

後
の
時
代
に
な
る
と
、
百
石
に
つ
き
三
人
の
軍
役
を
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
百
万
石
の
大
名
な
ら
ば
、

三
万
の
兵
に
な
る
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
時
点
で
、
遠
江
は
約
二
十
五
万
石
、
駿
河
は
約
十
五
万
石
だ

っ
た
の
で
、
合
計
で
約
四
十
万
石
で
あ
る
。
先
の
基
準
に
当
て
は
め
る
と
、
約
一
万
二
千
と
い
う
の
が
妥
当

な
兵
力
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
の
基
準
は
慶
長
年
間
の
も
の
な
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
少
な
か
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

　

今
川
方
の
動
き
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
高
城
に
い
た
元
康
は
、
丸
根
砦
に
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。

丸
根
砦
を
預
か
る
織
田
方
の
佐
久
間
盛
重
は
、
五
百
余
の
兵
と
と
も
に
打
っ
て
出
た
が
、
敗
北
し
自
ら
も
戦

死
し
た
。
鷲
津
砦
を
守
備
す
る
織
田
方
の
飯
尾
定
宗
、
織
田
秀
敏
は
籠
城
戦
を
試
み
た
が
、
そ
れ
は
叶
わ
ず

討
ち
死
に
し
た
。
こ
う
し
て
大
高
城
の
周
辺
は
今
川
方
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
、
織
田
勢
力
は
一
掃
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
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制
圧
後
、
義
元
の
率
い
る
本
隊
は
沓
掛
城
を
発
つ
と
、
大
高
城
方
面
に
軍
を
進
め
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に

向
か
っ
て
西
に
進
み
、
南
に
進
路
を
取
っ
た
。
五
月
十
九
日
の
昼
頃
、
義
元
の
本
隊
は
桶
狭
間
に
到
着
す
る

と
、
早
く
も
戦
勝
を
祝
し
て
休
息
し
、
来
る
べ
き
信
長
と
の
戦
い
に
備
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
今

川
軍
は
総
勢
約
二
万
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
義
元
の
本
陣
を
守
っ
て
い
た
の
は
五
千
か
ら
六
千
く
ら

い
の
軍
勢
だ
っ
た
と
い
う
。

　

信
長
が
桶
狭
間
に
進
軍
し
た
の
は
、
五
月
十
九
日
午
前
の
こ
と
で
あ
る
。
中
島
砦
を
守
備
す
る
織
田
方
の

佐
々
政
次
、
千せ

ん

秋し
ゅ
う

四
郎
ら
は
、
信
長
出
陣
の
報
告
を
受
け
て
、
大
い
に
士
気
が
上
が
っ
た
。
早
速
、
佐
々
、

千
秋
は
約
三
百
の
兵
で
今
川
方
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
が
、
返
り
討
ち
に
遭
い
討
ち
死
に
し
て
し
ま
っ
た
。
佐
々
、

千
秋
の
兵
も
約
五
十
が
討
た
れ
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
た
義
元
は
、﹁
矛
先
は
天
魔
・
鬼
人
も
超
え
き
れ
ぬ
だ

ろ
う
。
心
地
よ
い
こ
と
だ
﹂
と
大
い
に
喜
び
、
謡う

た
いを

謡
っ
た
と
い
う
。
逆
に
、
士
気
が
高
ま
っ
た
の
は
、
今

川
方
の
ほ
う
だ
っ
た
。

　

信
長
が
出
陣
し
て
も
、
事
態
を
挽
回
す
る
の
は
困
難
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
果
敢
に
も
出
陣
し
義
元

に
戦
い
を
挑
ん
だ
。

信
長
の
進
軍

　

熱
田
神
宮
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
で
戦
勝
祈
願
を
終
え
た
信
長
は
、
五
月
十
九
日
午
前
に
鳴
海
城
（
名
古
屋
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市
緑
区
）
近
く
の
善
照
寺
砦
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
、
織
田
方
は
桶
狭
間
に
今
川
方
が
駐
在
し
て
い
る
と
の
情

報
を
得
た
の
で
、
中
島
砦
へ
移
動
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
信
長
の
軍
勢
は
二
千
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
劣
勢
に
は
変
わ
り
な
か
っ
た
。

　

信
長
は
中
島
砦
に
到
着
す
る
と
、
さ
ら
に
兵
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
、
家
臣
ら
は
信
長
に
縋す

が

り
付

い
て
止
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
信
長
は
敵
兵
が
こ
こ
ま
で
の
戦
い
で
疲
れ
切
っ
て
い
る
こ
と
、
わ
が
軍

は
新
手
な
の
で
、
敵
が
大
軍
で
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
檄
を
飛
ば
し
た
。
そ
し
て
、
敵
が
攻
撃
し
た
ら
引

き
、
敵
が
退
い
た
と
き
に
攻
め
込
め
ば
、
敵
を
倒
す
こ
と
が
で
き
る
と
も
述
べ
た
。
戦
い
に
勝
っ
た
な
ら
ば
、

家
の
面
目
に
な
る
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
前
田
利
家
ら
が
敵
の
首
を
持
参
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
織
田
軍
の

士
気
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
信
長
は
、
桶
狭
間
へ
の
進
軍
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
五
月
十
九
日
の
午
後
に
な
る
と
、
に
わ

か
に
視
界
を
妨
げ
る
よ
う
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
雨
に
は
雹ひ

ょ
うが

含
ま
れ
て
お
り
、
今
川
軍
の
将
兵
の
顔
を

激
し
く
打
ち
付
け
た
。
す
る
と
、
沓
掛
峠
の
楠
の
大
木
が
に
わ
か
に
倒
れ
た
の
で
、
織
田
軍
の
将
兵
は
熱
田

大
明
神
の
神
意
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

織
田
方
は
こ
の
悪
天
候
を
活
用
し
、
や
が
て
晴
れ
間
が
の
ぞ
く
と
義
元
の
本
陣
に
突
撃
し
た
。
信
長
は
槍

を
取
っ
て
大
声
を
上
げ
る
と
、
今
川
軍
に
攻
め
込
む
よ
う
に
指
示
し
た
。
今
川
軍
は
織
田
軍
が
黒
煙
を
上
げ

て
突
撃
し
て
き
た
の
で
、
た
ち
ま
ち
総
崩
れ
に
な
っ
た
。
弓
、
槍
、
鉄
砲
、
幟の

ぼ
り、

指
物
は
散
乱
し
、
義
元
は
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乗
っ
て
い
た
塗
輿
を
捨
て
敗
走
し
た
。
信
長
は
、
容
赦
な

く
追
撃
を
命
じ
た
。

　

今
川
軍
は
三
百
ほ
ど
の
軍
勢
で
、
義
元
を
守
り
な
が
ら

退
却
し
た
が
、
敵
と
交
戦
す
る
う
ち
に
兵
が
討
ち
取
ら
れ
、

つ
い
に
五
十
く
ら
い
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

義
元
の
最
期

　

信
長
も
馬
か
ら
降
り
て
槍
で
敵
を
突
き
伏
せ
る
と
、
若

い
将
兵
も
次
々
と
今
川
軍
を
攻
撃
し
た
。
不
意
を
突
か
れ

た
義
元
は
脱
出
を
試
み
た
が
、
味
方
は
次
々
と
討
ち
取
ら

れ
た
。
今
川
軍
は
馬う

ま

廻ま
わ
り

衆
、
小こ

姓し
ょ
う

衆
ら
が
次
々
と
討
た

れ
、
窮
地
に
陥
っ
た
。
す
る
と
、
信
長
配
下
の
服
部
小
平
太
が
義
元
に
斬
り
か
か
っ
た
が
、
逆
に
膝
の
口
を

斬
ら
れ
て
倒
れ
伏
し
た
。

　

そ
の
後
、
義
元
は
毛
利
良
勝
に
組
み
伏
せ
ら
れ
、
つ
い
に
首
を
討
ち
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
義
元
を
討
た

れ
た
今
川
方
は
戦
意
を
失
い
、
一
斉
に
桶
狭
間
か
ら
退
却
し
た
。

　

桶
狭
間
の
戦
い
後
、
良
勝
は
信
長
の
黒く

ろ

母ほ

ろ衣
衆
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
母
衣
と
は
、
矢
な
ど
か
ら
身

尾張国

三河国

知多郡

伊勢湾

天
白
川

愛知郡

桶狭間

緒川城

太子ヶ根大高城

鷲津砦 中島砦 沓掛城

丹下砦

善照寺砦鳴海城

丸根砦

碧海郡

手越川

扇川

境川

織
田
軍

織
田
軍

今
川
軍

今
川
軍

桶狭間合戦関連図
本多隆成『定本　徳川家康』（吉川弘文館）を参照して作成
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を
守
る
た
め
、
甲
冑
に
巾
広
の
絹け

ん

布ぷ

を
付
け
た
も
の
だ
。
絹
布
が
風
で
靡な

び

く
こ
と
で
、
矢
の
威
力
を
弱
め
た

の
で
あ
る
。
や
が
て
、
母
衣
は
黒
、
赤
、
黄
に
染
め
ら
れ
、
主
君
の
親
衛
隊
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

良
勝
は
黒
母
衣
衆
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
軍
功
が
大
い
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
良
勝
は
信
長
に
近
侍
し
て
、
吏
僚
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）

三
月
の
武
田
氏
討
伐
に
も
出
陣
し
た
。
良
勝
は
戦
い
だ
け
で
は
な
く
、
官
僚
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
信
長
の
側
近
と
し
て
、
良
勝
が
重
用
さ
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
場
で
大
活
躍
し
た
良
勝
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
最
期
が
訪
れ
た
。

　

天
正
十
年
六
月
二
日
未
明
、
明
智
光
秀
が
本
能
寺
に
滞
在
中
の
織
田
信
長
を
襲
撃
し
、
見
事
に
討
ち
取
っ

た
。
光
秀
は
信
長
を
殺
害
し
た
こ
と
だ
け
に
満
足
せ
ず
、
子
で
嫡
男
の
信
忠
を
討
ち
取
ろ
う
と
し
た
。
当
時
、

信
忠
は
妙
覚
寺
に
滞
在
中
だ
っ
た
が
、
信
長
横
死
の
情
報
を
得
る
と
、
た
だ
ち
に
二
条
新
御
所
に
移
動
し
た
。

こ
こ
で
、
光
秀
を
迎
え
撃
と
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

　

信
忠
に
は
多
く
の
将
兵
が
従
っ
て
お
り
、
良
勝
の
姿
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
し
ょ
せ
ん
は
多
勢
に
無
勢
で

あ
る
。
明
智
軍
の
大
勢
の
将
兵
を
前
に
し
て
、
信
忠
軍
は
圧
倒
的
に
不
利
だ
っ
た
。
や
が
て
、
二
条
新
御
所

は
攻
略
さ
れ
、
無
念
に
も
信
忠
は
切
腹
。﹃
信
長
公
記
﹄
の
﹁
御
討
死
の
衆
﹂
を
見
る
と
、﹁
毛
利
新
介
（
良

勝
）﹂
の
名
前
を
確
認
で
き
る
。
と
は
い
え
、
単
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
最
期
に
つ
い
て
は

わ
か
ら
な
い
。
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な
お
、
桶
狭
間
の
戦
い
が
奇
襲
攻
撃
だ
っ
た
の
か
、
正
面
か
ら
攻
め
込
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、
の
ち
ほ

ど
ほ
か
の
説
も
含
め
て
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

元
康
の
状
況

　

同
じ
日
の
夕
方
、
元
康
の
も
と
に
外
叔
父
・
水
野
信
元
の
使
者
・
浅
井
忠
道
が
訪
れ
、
義
元
の
死
を
報
告

し
た
。
同
時
に
織
田
方
が
来
襲
す
る
前
に
、
大
高
城
を
退
去
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
元
康
の
心

境
は
推
し
量
る
し
か
な
い
が
、
父
祖
伝
来
の
三
河
支
配
へ
の
強
い
意
欲
を
抱
い
た
に
違
い
な
い
。
も
は
や
、

主
の
義
元
は
こ
の
世
に
い
な
い
の
だ

　

元
康
は
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
、
夜
半
に
な
っ
て
大
高
城
を
あ
と
に
し
た
。
翌
五
月
二
十
日
、
未
だ

岡
崎
城
（
愛
知
県
岡
崎
市
）
に
は
今
川
氏
の
残
党
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
元
康
は
松
平
氏
の
菩
提
寺
・
大だ

い

樹じ
ゅ

寺

（
同
）
に
入
り
軍
事
衝
突
を
避
け
た
。
同
月
二
十
三
日
、
今
川
氏
が
岡
崎
城
を
捨
て
た
の
で
、
元
康
は
晴
れ
て

入
城
し
た
の
で
あ
る
。

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
の
桶
狭
間
合
戦
後
、
元
康
は
自
立
化
を
目
論
ん
で
今
川
方
か
ら
離
反
し
、
西
三
河

の
平
定
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
今
川
氏
か
ら
苦
汁
を
嘗な

め
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
一
気
に
巻
き
返
し

を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
信
長
と
も
抗
争
を
繰
り
広
げ
、
刈
谷
（
愛
知
県
刈
谷
市
）、
小
河
（
同
東
浦
町
）、
挙
母
、
梅
ヶ
坪
（
以
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上
、
同
豊
田
市
）
な
ど
、
三
河
と
尾
張
の
国
境
付
近
に
軍
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
元
康
と
信
長
は
、
永
禄

四
年
（
一
五
六
一
）
頃
に
和
睦
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
両
者
の
和
睦
の
内
容
は
、
①
領
域
確
定
、
②
戦
線
協

定
（
た
だ
し
自
力
次
第
）、
③
攻
守
同
盟
の
三
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

　

同
じ
頃
、
信
長
は
美
濃
の
斎
藤
氏
と
戦
争
を
し
て
い
た
。
美
濃
の
斎
藤
氏
に
加
え
て
、
三
河
の
松
平
元
康

と
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
は
、
信
長
に
と
っ
て
得
策
で
は
な
い
。
元
康
と
し
て
も
戦
争
を
避
け
て
、
信
長

と
同
盟
を
結
ん
だ
ほ
う
が
良
い
と
考
え
た
の
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
和
睦
は
右
に
掲
出
し
た
三

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
依
拠
し
た
史
料
の
性
質
が
悪
く
、
現
在
で
は
①
領
域
確

定
だ
け
が
締
結
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
注
意
す
べ
き
は
、
元
康
が
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
信
長
の
配
下
に
収
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
通
説
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
両
者
の
同
盟
は
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
一
月
に
元
康
が
清
須
城

の
信
長
の
も
と
を
訪
れ
、
会
見
後
に
締
結
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
清
須
同
盟
で
あ
る
。
し
か
し
、

清
須
同
盟
に
つ
い
て
は
疑
義
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
元
康
は
東
三
河
で
今
川
氏
と
交
戦
し
て
お
り
、

城
を
空
け
て
清
須
城
を
訪
問
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
主
が
顔
を
突
き
合
わ
せ
、
同

盟
を
結
ぶ
例
は
こ
の
時
期
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

　

加
え
て
、
清
須
同
盟
の
一
次
史
料
が
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
二
次
史
料
の
な
か
で
比
較
的
信
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頼
性
が
高
い
﹃
信
長
公
記
﹄、﹃
松
平
記
﹄、﹃
三
河
物
語
﹄
な
ど
に
も
、
ま
っ
た
く
記
述
が
な
い
。
こ
れ
ま
で

永
禄
五
年
一
月
に
清
須
同
盟
が
結
ば
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
右
の
理
由
か
ら
﹁
な
か
っ

た
﹂
と
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

以
後
の
元
康
の
躍
進
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
三
月
、
元
康
は
将
軍

の
足
利
義
輝
に
対
し
て
、
飛
脚
が
用
い
る
早
道
馬
（
嵐
鹿
毛
）
を
献
上
し
た
。
実
は
、
義
輝
は
信
長
に
も
所

望
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
贈
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
御
内
書
の
な
か
で
元
康
に
感
謝
の
意
を

表
し
て
い
る
。
桶
狭
間
の
戦
い
は
、
ま
さ
し
く
元
康
が
躍
進
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
だ
。

「
奇
襲
」
か
「
正
面
攻
撃
」
か

　

こ
こ
で
、
改
め
て
桶
狭
間
の
戦
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
桶
狭
間
の
戦
い
で
信
長
軍
が
用
い
た
戦
法

は
、
奇
襲
攻
撃
、
正
面
攻
撃
と
い
う
二
つ
の
説
が
あ
る
。

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
十
九
日
、
信
長
は
今
川
義
元
を
桶
狭
間
の
戦
い
で
破
っ
た
。
義
元
の
二
〜
四

万
（
諸
説
あ
り
）
と
い
う
大
軍
に
対
し
、
信
長
は
わ
ず
か
二
・
三
千
の
兵
の
み
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
義
元
の

率
い
た
二
〜
四
万
と
い
う
の
は
、
そ
の
所
領
の
規
模
を
考
慮
す
る
と
、
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
て
不
審
で
あ
る
。

信
長
は
わ
ず
か
な
手
勢
で
も
っ
て
、
今
川
氏
の
陣
に
背
後
か
ら
奇
襲
攻
撃
を
し
た
と
い
う
の
が
通
説
だ
っ
た
。

し
か
し
、
今
や
有
名
な
﹁
迂
回
奇
襲
説
﹂
に
は
、
異
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
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﹁
迂
回
奇
襲
説
﹂
に
よ
る
と
、
五
月
十
九
日
の
正
午
頃
、
信
長
の
家
臣
・
千
秋
四
郎
ら
約
三
百
の
兵
が
今
川

軍
に
攻
め
込
ん
だ
が
敗
北
。
敗
北
後
、
信
長
は
義
元
が
陣
を
敷
く
後
ろ
の
山
へ
軍
勢
を
移
動
さ
せ
、
迂
回
し

て
奇
襲
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
の
と
き
、
視
界
を
遮さ

え
ぎる

よ
う
な
豪
雨
と
な
り
、
信
長
軍
は
悪
天
候
に
紛
れ

て
進
軍
し
た
と
い
う
。

　

義
元
は
大
軍
を
率
い
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
本
陣
を
守
っ
て
い
た
の
は
、
わ
ず
か
四
・
五
千
の
軍
勢
だ

っ
た
。
そ
こ
へ
信
長
軍
は
背
後
か
ら
義
元
の
本
陣
へ
突
撃
し
、
義
元
を
討
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
信
長
は
義

元
が
油
断
し
て
い
る
と
予
想
し
、
敢
え
て
激
し
い
暴
風
雨
の
中
で
奇
襲
戦
を
仕
掛
け
、
義
元
を
討
ち
取
る
こ

と
に
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
経
過
の
出
典
は
、
小
瀬
甫
庵
﹃
信
長
記
﹄
で
あ
り
、
先
述
し
た
明
治
期
の
参
謀
本
部
編
﹃
日
本
戦

史　

桶
狭
間
役
﹄
に
よ
り
、
事
実
上
の
お
墨
付
き
を
与
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
通
説
に
は
異
儀
が
唱

え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
小
瀬
甫
庵
﹃
信
長
記
﹄
の
史
料
と
し
て
の
性
質
に
疑
念
が
抱
か
れ
た
か

ら
だ
。

史
料
の
性
質
の
問
題

　

儒
学
者
の
小
瀬
甫
庵
﹃
信
長
記
﹄
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
今
で
は

慶
長
十
六
・
十
七
年
（
一
六
一
一
・
一
二
）
年
説
が
有
力
で
あ
る
。
約
十
年
早
ま
っ
た
の
だ
。
同
書
は
広
く
読
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ま
れ
た
が
、
創
作
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
儒
教
の
影
響
も
強
い
。
太
田
牛
一
の
﹃
信
長
公
記
﹄
と
区
別
す

る
た
め
、
あ
え
て
﹃
甫
庵
信
長
記
﹄
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
﹃
信
長
記
﹄
は
、
太
田
牛
一
の
﹃
信
長
公
記
﹄
を
下
敷
き
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
、﹃
信
長
公
記
﹄
が
客
観
性
と
正
確
性
を
重
ん
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
甫
庵
は
自
身
の
仕
官
を
目
的
と
し

て
、
か
な
り
の
創
作
を
施
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、﹃
信
長
記
﹄
の
内
容
は
小
説
さ
な
が
ら
の
お

も
し
ろ
さ
で
、
江
戸
時
代
に
は
刊
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
、﹃
信
長
公
記
﹄
よ
り
も
広
く
読
ま
れ
た
。﹃
信
長
記
﹄

は
歴
史
の
史
料
と
い
う
よ
り
も
、
歴
史
小
説
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

先
述
の
と
お
り
、﹃
信
長
記
﹄
の
成
立
は
十
年
ほ
ど
遅
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
﹃
信
長

記
﹄
の
史
料
性
を
担
保
す
る
論
者
も
い
る
が
、
成
立
年
の
早
い
遅
い
は
良
質
な
史
料
か
否
か
に
あ
ま
り
関
係

な
い
。﹃
信
長
記
﹄
は
基
本
的
に
創
作
性
が
高
く
、
史
料
と
し
て
の
価
値
は
劣
る
の
で
、
桶
狭
間
の
戦
い
を
論

じ
る
う
え
で
不
適
切
な
史
料
な
の
だ
。

　

最
近
の
研
究
で
は
﹃
信
長
公
記
﹄
を
根
拠
史
料
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。

　

千
秋
四
郎
ら
が
敗
北
し
た
こ
と
を
知
っ
た
信
長
は
、
家
臣
た
ち
の
制
止
を
振
り
切
り
、
中
島
砦
を
経
て
今

川
軍
の
正
面
へ
と
軍
勢
を
進
め
た
。
当
初
、
大
雨
が
降
っ
て
い
た
が
、
止
ん
だ
時
点
で
信
長
は
攻
撃
命
令
を

発
し
、
正
面
か
ら
今
川
軍
に
立
ち
向
か
っ
た
。
今
川
軍
を
撃
破
し
た
信
長
軍
は
、
そ
の
ま
ま
義
元
の
本
陣
に

突
撃
。
義
元
は
わ
ず
か
な
兵
に
守
ら
れ
退
却
し
た
が
、
最
後
は
信
長
軍
の
兵
に
討
ち
取
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
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れ
が
﹁
正
面
攻
撃
説
﹂
で
あ
る
（
藤
本
：
二
〇
〇
八
）。

　

現
在
で
は
、
質
の
劣
る
﹃
甫
庵
信
長
記
﹄
に
書
か
れ
た
﹁
迂
回
奇
襲
説
﹂
は
退
け
ら
れ
、﹃
信
長
公
記
﹄
の

﹁
正
面
攻
撃
説
﹂
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

﹃
信
長
公
記
﹄
は
質
の
高
い
史
料
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、
や
は
り
二
次
史
料
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
が
な
い
。
一
般
的
に
、
合
戦
前
後
の
政
治
情
勢
は
よ
く
わ
か
る
の
だ
が
、
肝
心
の
戦
い
の
中
身
に
つ
い
て

は
、
一
次
史
料
で
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
広
大
な
戦
闘
地
域
で
、
一
人

一
人
の
将
兵
の
動
き
を
観
察
す
る
な
ど
不
可
能
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
戦
場
に
赴
い
た
将
兵
か
ら

の
聞
き
取
り
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
再
構
成
す
る
し
か
手
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
織
田
軍
は
今
川
軍
が
乱
取
り
（
掠
奪
）
に
夢
中
に
な
っ
た
隙
を
狙
っ
て
、
酒
盛
り
を
し
て
い

た
義
元
を
討
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
（
黒
田
：
二
〇
一
五
）。
こ
の
説
は
、﹃
甲
陽
軍
鑑
﹄
に
基
づ
い
た
説
で
あ

る
。
か
つ
て
﹃
甲
陽
軍
鑑
﹄
は
誤
り
が
多
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
成
立
事
情
や
書
誌
学
的
研
究
が
進
み
、
歴

史
研
究
で
も
積
極
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、﹃
甲
陽
軍
鑑
﹄
は
軍
学
書
と
し
て
の
性
格

が
強
く
、
桶
狭
間
の
戦
い
の
記
述
は
、﹃
信
長
公
記
﹄
の
内
容
と
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
鵜
吞
み

に
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ほ
か
に
も
桶
狭
間
の
戦
い
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
の
拡
大

解
釈
や
論
理
の
飛
躍
も
あ
り
、
定
説
に
至
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
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主
要
参
考
文
献

長
谷
川
弘
道
﹁
永
禄
三
年
五
月
の
軍
事
行
動
の
意
図
﹂（﹃
戦
国
史
研
究
﹄
三
五
号
、
一
九
九
八
年
）

久
保
田
昌
希
﹁
桶
狭
間
合
戦
の
再
検
討
﹂（
同
﹃
戦
国
大
名
今
川
氏
と
領
国
支
配
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）

黒
田
日
出
男
﹁
桶
狭
間
の
戦
い
と
﹃
甲
陽
軍
鑑
﹄﹂（
同
﹃﹃
甲
陽
軍
鑑
﹄
の
史
料
論　

武
田
信
玄
の
国
家
構
想
﹄（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
五
年
）

藤
本
正
行
﹃【
信
長
の
戦
い
１
】
桶
狭
間
・
信
長
の
﹁
奇
襲
神
話
﹂
は
噓
だ
っ
た
﹄（
洋
泉
社
新
書
ｙ
、
二
〇
〇
八
年
）

藤
本
正
行
﹃
桶
狭
間
の
戦
い　

信
長
の
決
断
・
義
元
の
誤
算
﹄（
洋
泉
社
新
書
ｙ
、
二
〇
一
〇
年
）

平
野
明
夫
編
﹁
桶
狭
間
の
戦
い
﹂（
日
本
史
史
料
研
究
会
監
修
／
渡
邊
大
門
編
﹃
信
長
軍
の
合
戦
史　

１
５
６
０
‐
１
５
８
２
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

第
二
章　

三
河
一
向
一
揆　

安
藤
弥
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原
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い

第
十
章

水
野
伍
貴

（
み
ず
の
・
と
も
き
）

一
九
八
三
年
愛
知
生
ま
れ
。
高
崎
経
済
大
学
大
学
院
地
域
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単

位
取
得
退
学
。
現
在
、
株
式
会
社
歴
史
と
文
化
の
研
究
所
客
員
研
究
員
。
主
要
業
績
：「
水

野
勝
成
の
家
督
相
続
と
関
ヶ
原
の
役
」（『
十
六
世
紀
史
論
叢
』
第
十
七
号
、
二
〇
二
二
年
）、『
関

ヶ
原
へ
の
道
――
豊
臣
秀
吉
死
後
の
権
力
闘
争
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。



戦
前
の
情
勢

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
十
八
日
、
豊
臣
秀
吉
は
伏
見
城
（
京
都
市
伏
見
区
）
で
病
歿
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
豊
臣
政
権
内
で
権
力
闘
争
が
始
ま
る
。
徳
川
家
康
は
、
豊
臣
政
権
に
お
け
る
独
裁
的
権
力
の
構
築

を
図
り
、
そ
れ
に
対
し
て
石
田
三
成
は
、
五
奉
行
を
中
心
と
し
た
政
権
運
営
を
目
指
し
た
。

　

当
時
、
秀
吉
の
後
継
者
で
あ
る
豊
臣
秀
頼
は
六
歳
で
あ
り
、
秀
吉
の
代
わ
り
を
務
め
る
に
は
若
年
す
ぎ
た
。

そ
の
た
め
、
秀
吉
は
、
徳
川
家
康
・
前
田
利
家
・
宇
喜
多
秀
家
・
上
杉
景
勝
・
毛
利
輝
元
、
五
人
の
有
力
大

名
を
﹁
五
大
老
﹂
と
し
、
前
田
玄げ

ん

以い

・
浅
野
長
政
・
増ま

し

田た

長な
が

盛も
り

・
石
田
三
成
・
長な

束つ
か

正ま
さ

家い
え

と
い
っ
た
秀
吉
直

属
の
吏
僚
的
な
性
格
を
持
っ
た
大
名
五
人
を
﹁
五ご

奉ぶ

行ぎ
ょ
う﹂

と
し
て
後
事
を
託
し
た
の
で
あ
る
。

　

家
康
と
三
成
で
は
、
派
閥
の
作
り
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
三
成
は
、
浅
野
長
政
を
除
い
た
三
人
の

奉
行
衆
と
と
も
に
毛
利
輝
元
と
盟
約
を
結
ぶ
な
ど
、
大
老
・
奉
行
の
メ
ン
バ
ー
と
結
託
し
て
派
閥
を
形
成
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
家
康
は
大
老
の
構
成
員
と
は
結
託
し
な
か
っ
た
。
家
康
は
、
福
島
正
則

や
加
藤
清
正
と
い
っ
た
政
権
の
中
枢
に
関
与
し
て
い
な
い
大
名
を
味
方
に
し
て
、
家
康
を
中
心
と
し
た
勢
力

を
形
成
し
て
い
る
。
家
康
は
最
初
か
ら
大
老
の
構
成
員
す
べ
て
を
仮
想
敵
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
派

閥
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
運
営
を
構
想
し
た
三
成
と
、
独
裁
的
権
力
の
構
築
を
図
る
家
康
、
大
老
・
奉
行
の
な
か

で
も
、
家
康
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
次
元
が
違
っ
て
い
た
。

　

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
閏
三
月
三
日
に
前
田
利
家
が
病
歿
し
、
同
月
十
日
に
は
石
田
三
成
も
、
加
藤
清
正
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ら
七
将
の
訴
え
に
よ
っ
て
奉
行
職
を
追
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
成
の
失
脚
か
ら
半
年
後
、
家
康
は
大
老

メ
ン
バ
ー
の
排
斥
に
動
き
出
す
。

　

同
年
九
月
、
家
康
は
、
家
康
暗
殺
の
計
画
が
あ
っ
た
と
し
て
、
利
家
の
跡
を
継
い
だ
前
田
利
長
に
謀
反
の

疑
い
を
か
け
る
。
そ
し
て
、
征
討
を
示
唆
し
た
軍
事
的
圧
力
に
よ
っ
て
屈
服
さ
せ
た
。
こ
の
騒
動
に
よ
っ
て

浅
野
長
政
も
奉
行
職
を
追
わ
れ
て
い
る
。

　

前
田
利
長
を
排
斥
し
た
家
康
は
、
次
い
で
会
津
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）
に
在
国
し
て
い
た
上
杉
景
勝
に
謀

反
の
嫌
疑
を
か
け
る
。
そ
し
て
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
四
月
に
糾
明
使
を
派
遣
し
、
景
勝
に
上
洛
し
て
釈

明
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
景
勝
は
上
洛
に
応
じ
る
返
答
を
し
た
が
、
家
康
は
さ
ら
に
日
限
を
も
っ
た
催
促
と
、

老
臣
・
直
江
兼
続
の
妻
子
を
人
質
と
し
て
江
戸
へ
送
る
よ
う
要
求
し
た
た
め
、
交
渉
は
決
裂
。
家
康
は
軍
事

行
動
を
開
始
し
た
。
家
康
は
諸
大
名
に
上
杉
氏
の
征
討
を
命
じ
、
同
年
六
月
十
六
日
に
自
ら
も
大お

お

坂ざ
か

城
（
大

阪
市
中
央
区
）
を
出
立
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
前
の
家
康
の
行
動
は
、
大
老
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
を
豊
臣
公
儀
か
ら
孤
立
さ
せ
、
排
斥

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
坂
城
西
之
丸
を
居
所
と
し
、
さ
ら
に
は
天
守
を
築
く
な
ど
、
豊
臣
秀

頼
の
地
位
を
脅
か
す
行
動
は
あ
っ
た
も
の
の
、
秀
頼
に
対
し
て
敵
対
行
動
は
と
っ
て
お
ら
ず
、
大
老
の
一
人

と
し
て
の
立
場
を
通
し
て
い
た
。
本
来
、
関
ヶ
原
の
戦
い
と
は
豊
臣
政
権
に
お
け
る
権
力
闘
争
に
す
ぎ
ず
、

天
下
人
を
決
め
る
戦
い
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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合
戦
前
夜

　

家
康
に
よ
る
大
老
メ
ン
バ
ー
の
排
斥
は
、
毛
利
輝
元
、
宇
喜
多
秀
家
を
は
じ
め
と
し
た
諸
将
の
危
機
感
を

煽
っ
た
。
そ
し
て
、
家
康
が
上
杉
氏
の
征
討
へ
向
か
っ
た
の
を
切
っ
掛
け
と
し
て
、
石
田
三
成
ら
は
家
康
を

討
つ
た
め
に
挙
兵
す
る
（
以
下
﹁
西
軍
﹂
と
表
記
）。
こ
の
挙
兵
は
、
三
成
の
ほ
か
、
毛
利
輝
元
、
宇
喜
多
秀

家
、
三
奉
行
（
前
田
玄
以
・
増
田
長
盛
・
長
束
正
家
）、
大
谷
吉
継
、
小
西
行
長
、
島
津
惟い

新し
ん

（
義
弘
）
ら
の
諸

将
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
七
月
十
七
日
、
西
軍
は
、
家
康
の
居
所
と
な
っ
て
い
た
大
坂
城
西
之
丸
を
占
拠
。

そ
し
て
、
同
日
付
け
で
三
奉
行
の
檄げ

き

文ぶ
ん

が
発
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
家
康
の
罪
状
を
十
三
ヶ
条
に
亘わ

た

っ
て
書
き
連

ね
た
﹁
内
府
ち
か
ひ
の
条
々
﹂
が
副
え
ら
れ
た
。

　

一
方
、
西
軍
挙
兵
の
報
に
接
し
た
家
康
は
、
福
島
正
則
ら
上
杉
征
討
に
従
軍
し
て
い
る
諸
将
を
小お

山や
ま

（
栃

木
県
小
山
市
）
に
召
集
し
、
七
月
二
十
五
日
に
対
応
を
協
議
し
た
（
以
下
﹁
東
軍
﹂
と
表
記
）。
世
に
言
う
小
山

評
定
で
あ
る
。
結
果
、
上
方
で
挙
兵
し
た
西
軍
へ
の
対
処
を
優
先
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

福
島
正
則
ら
諸
将
は
、
家
康
に
先
立
っ
て
東
海
道
を
西
上
し
、
正
則
の
居
城
・
清
須
城
（
愛
知
県
清
須
市
）

に
集
結
。
そ
し
て
、
西
軍
に
味
方
し
た
織
田
秀
信
の
岐
阜
城
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）
を
攻
略
す
る
た
め
に
、
八
月

二
十
一
日
に
清
須
を
出
陣
し
た
。
そ
し
て
、
二
十
三
日
に
岐
阜
城
へ
総
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、
同
日
中
に
岐
阜

城
は
陥
落
し
た
。

　

家
康
は
同
月
二
十
七
日
に
岐
阜
城
攻
略
の
報
せ
を
受
け
る
と
、
九
月
一
日
に
江
戸
を
出
陣
し
、
西
上
を
開
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始
。
三
成
も
、
東
軍
の
美
濃
国
侵
攻
を
受
け
て
、
伊
勢
国
に
展
開
し
て
い
た
毛
利
秀
元
、
吉き

っ

川か
わ

広ひ
ろ

家い
え

、
安あ

ん

国こ
く

寺じ

恵え

瓊け
い

ら
毛
利
軍
、
北
陸
に
展
開
し
て
い
た
大
谷
吉
継
ら
を
美
濃
国
に
集
結
さ
せ
た
。

　

九
月
十
四
日
、
家
康
が
美
濃
赤
坂
（
大
垣
市
赤
坂
町
）
に
着
陣
。
こ
れ
を
受
け
て
大お

お

垣が
き

城
（
大
垣
市
郭
町
）

に
籠
る
三
成
ら
西
軍
主
力
は
、
福
原
長な

が

堯た
か

ら
を
守
将
と
し
て
残
し
、
夜
間
に
城
を
出
て
、
牧ま

き

田だ

（
大
垣
市
上

石
津
町
）
を
経
由
し
て
関
ヶ
原
へ
と
転
進
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
動
き
を
受
け
て
東
軍
も
三
成
ら
を
追
っ
て

進
軍
し
、
両
軍
は
関
ヶ
原
で
激
突
し
た
。

合
戦
の
背
景

　

ま
ず
は
、
三
成
ら
が
関
ヶ
原
へ
転
進
し
た
理
由
を
考
え
た
い
。
家
康
が
赤
坂
に
着
陣
し
た
九
月
十
四
日
、

西
軍
は
大
垣
城
に
石
田
三
成
、
宇
喜
多
秀
家
、
小
西
行
長
ら
が
在
り
、
大
垣
城
か
ら
北
へ
約
三
㎞
の
楽が

く

田で
ん

（
大

垣
市
楽
田
町
）
に
は
島
津
惟
新
が
駐
屯
し
て
い
る
。

　

大
垣
城
か
ら
西
へ
約
九
㎞
の
南な

ん

宮ぐ
う

山さ
ん

一
帯
に
は
、
伊
勢
か
ら
駆
け
つ
け
た
毛
利
秀
元
ら
毛
利
軍
、
長
束
正

家
、
長
宗
我
部
盛
親
が
布
陣
。
さ
ら
に
北
陸
か
ら
駆
け
つ
け
た
大
谷
吉
継
、
平
塚
為
広
、
戸
田
勝
成
、
脇わ

き

坂ざ
か

安や
す

治は
る

、
小
川
祐
忠
、
朽く

つ

木き

元も
と

綱つ
な

、
赤
座
直
保
が
、
山や

ま

中な
か

（
関
ケ
原
町
山
中
）・
藤と

う

下げ

（
関
ケ
原
町
藤
下
）
一
帯
に

布
陣
。
そ
し
て
、
松
尾
山
に
は
小
早
川
秀
秋
が
入
っ
て
い
た
（
次
頁
の
図
）。

　

一
方
の
東
軍
は
、
赤
坂
、
垂た

る

井い

（
岐
阜
県
垂
井
町
）
を
押
さ
え
て
お
り
、
楽
田
か
ら
約
三
㎞
北
に
あ
る
曽
根
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（
大
垣
市
曽
根
町
）
に
水
野
勝
成
、
西
尾
光
教
が
駐
屯
し
、

楽
田
を
牽
制
。
大
垣
城
と
南
宮
山
の
間
に
位
置
す
る
長
松

城
（
大
垣
市
長
松
町
）
に
は
、
一ひ

と
つ

柳や
な
ぎ

直な
お

盛も
り

が
楔
を
打
つ
よ

う
に
駐
屯
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
垣
城
か
ら
南
へ
約
九
㎞

の
福ふ

く

束つ
か

城
（
岐
阜
県
輪
之
内
町
）
に
は
、
市
橋
長
勝
が
駐
屯

し
て
い
た
（
図
１
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
垣
城
は
東
軍
に
囲
ま
れ
て
い
る
状
況

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
海
道
に
所
領
を
有
す
る
福
島
正
則

ら
は
、
西
上
す
る
過
程
で
領
地
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
で
兵

力
の
増
強
が
可
能
と
な
り
、
上
杉
征
討
の
際
に
課
せ
ら
れ

た
軍ぐ

ん

役や
く

を
上
回
る
兵
数
を
率
い
て
お
り
、
西
軍
が
大
垣
城

か
ら
打
っ
て
出
て
赤
坂
の
東
軍
を
打
ち
破
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
家
康
が
赤
坂
に
着

陣
し
た
こ
と
は
、
東
軍
の
戦
力
に
余
裕
が
出
来
た
こ
と
を

意
味
し
て
お
り
、
東
軍
の
戦
略
の
幅
は
大
き
く
広
が
っ
た

の
で
あ
る
。

関ケ原

松尾山

南宮山

牧田

菩提山城

垂井

赤坂
楽田

曽根

大垣城
揖
斐
川

杭
瀬
川

福束城

長松城

図 1　関ヶ原周辺図
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仮
に
南
宮
山
が
攻
撃
を
受
け
て
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
場
合
、
大
垣
城
は
完
全
に
孤
立
し
て
し
ま
う
。
西
軍
に

と
っ
て
大
垣
城
に
籠
っ
て
の
持
久
戦
は
、
決
し
て
良
い
作
戦
と
は
い
え
な
い
。
実
際
、
家
康
は
赤
坂
に
到
着

す
る
二
日
前
（
九
月
十
二
日
）
の
時
点
で
は
、
先
に
南
宮
山
の
毛
利
軍
を
殲
滅
す
る
構
想
で
あ
っ
た
（﹁
大
阪

歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
﹂）。

　

三
成
ら
の
関
ヶ
原
転
進
に
は
、
大
垣
城
孤
立
の
危
機
の
ほ
か
に
も
大
き
な
理
由
が
あ
っ
た
。
当
時
十
四
歳

で
島
津
惟
新
に
従
っ
て
い
た
神
戸
久
五
郎
の
覚
書
は
、
関
ヶ
原
転
進
の
過
程
を
﹁
赤
坂
の
岡
山
に
家
康
が
陣

を
取
っ
た
。（
東
軍
は
）
大
垣
に
抑
え
の
軍
勢
を
残
し
て
、
家
康
は
京
都
へ
進
軍
す
る
と
の
情
報
が
、（
西
軍
の

居
る
）
大
垣
に
入
っ
た
。（
西
軍
は
）
そ
う
な
っ
て
は
一
大
事
で
あ
る
と
、
関
ヶ
原
に
出
て
勝
負
し
よ
う
と
決

議
し
、
九
月
十
四
日
夜
に
大
垣
を
出
立
し
た
﹂
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
覚
書
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
半
世

紀
後
に
記
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
臣
系
大
名
を
大
垣
城
と
南
宮
山
の
抑
え
に
残
し
て
、
家
康
率

い
る
本
隊
が
関
ヶ
原
を
突
破
し
て
上
方
を
目
指
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
一
日
で
も
早
く
大
坂
城
を
奪
還
し
、

豊
臣
秀
頼
を
推
戴
す
る
必
要
が
あ
る
家
康
に
と
っ
て
、
最
良
の
作
戦
と
い
え
る
。

　

実
際
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
福
島
正
則
の
隊
に
属
し
て
戦
っ
た
生い

駒こ
ま

利と
し
と
よ豊

は
、
後
年
に
関
ヶ
原
の
戦
い
の
様

子
を
記
し
て
お
り
、﹁
稲
熊
市
左
衛
門
、
平
井
源
太
郎
と
申
す
牢ろ

う

人に
ん

、
小
坂
助
六
（
雄
長
）、
若
党
の
清
蔵
と

申
す
私
（
利
豊
）
の
家
来
、
こ
の
四
人
が
手
柄
を
立
て
た
。
右
の
ほ
か
に
は
、
た
う
け
（
藤
下
）
よ
り
前
で
手

柄
を
立
て
た
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
森
勘
解
由
は
、
た
う
け
（
藤
下
）
を
越
え
て
か
ら
討
死
し
た
﹂
と
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書
か
れ
て
い
る
（﹁
生
駒
陸
彦
氏
所
蔵
文
書
﹂）。
こ
の
記
述
か
ら
、
合
戦
は
大お

お

関せ
き

（
関
ケ
原
町
松
尾
）
を
突
破
し
、

藤
下
に
至
る
ま
で
が
激
戦
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
追
撃
戦
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
は
、
東
軍
に
よ
る
街
道
突
破
戦
で
あ
り
、
西
軍
は
東と

う

山さ
ん

道ど
う

（
中
山
道
）
と
北ほ

っ

国こ
く

脇わ
き

往お
う

還か
ん

を

塞
い
で
東
軍
の
進
路
を
阻
む
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
戦
い
は
大
関
と
小こ

関ぜ
き

（
関
ケ
原
町
関
ケ
原
）
を
中

心
に
展
開
し
た
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
郷
土
史
家
・
神
谷
道
一
が
著
し
た
﹃
関せ

き
が

原は
ら

合か
っ

戦せ
ん

図ず

志し

﹄

収
載
の
布
陣
図
（
第
一
号
図
）
は
、
そ
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

合
戦
の
経
過
（
通
説
）

　

ま
ず
は
、
参
謀
本
部
編
纂
の
﹃
日
本
戦
史
・
関
原
役
﹄
の
記
述
を
も
と
に
通
説
と
な
っ
て
い
る
合
戦
の
経

過
を
み
て
い
き
た
い
（
図
２
参
照
）。

　

九
月
十
四
日
夜
に
大
垣
城
を
出
発
し
た
西
軍
は
、
翌
十
五
日
の
午
前
一
時
に
石
田
三
成
が
小
関
に
陣
取
っ

て
北
国
脇
往
還
を
押
さ
え
、
笹
尾
に
本
陣
を
置
い
た
。
島
津
惟
新
は
、
小
池
（
関
ケ
原
町
関
ケ
原
）
に
布
陣
。

そ
の
前
方
に
島
津
豊
久
が
陣
取
り
、
石
田
隊
と
島
津
隊
で
北
国
脇
往
還
を
挟
ん
で
い
る
。

　

続
い
て
到
着
し
た
小
西
行
長
は
、
梨な

し
の
き木

川が
わ

（
寺
谷
川
）
を
前
に
、
北き

た

天て
ん

満ま

山や
ま

を
背
に
し
て
布
陣
。
最
後
に

到
着
し
た
宇
喜
多
秀
家
は
兵
を
前
隊
と
本
隊
に
分
け
て
南み

な
み

天て
ん

満ま

山や
ま

の
前
に
布
陣
し
た
。

　

大
谷
吉
継
は
初
め
山
中
の
高
地
に
い
た
が
、
三
成
ら
の
関
ヶ
原
転
進
を
受
け
て
兵
を
進
め
、
藤ふ

じ

古こ

川が
わ

（
関
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の
藤
川
）
を
前
に
し
て
陣
取
っ
た
。
脇
坂
安
治
、
小
川
祐
忠
、
朽

木
元
綱
、
赤
座
直
保
は
、
大
谷
隊
と
東
山
道
を
挟
む
形
で
布
陣

し
て
い
る
。

　

松
尾
山
に
は
小
早
川
秀
秋
、
南
宮
山
一
帯
に
は
毛
利
秀
元
ら

毛
利
軍
、
長
宗
我
部
盛
親
、
長
束
正
家
が
在
り
、
こ
れ
ら
の
隊

の
位
置
は
前
日
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

東
軍
は
、
午
前
三
時
か
ら
東
山
道
を
西
上
し
始
め
た
。
二
列

縦
隊
で
進
み
、
左
は
福
島
正
則
、
右
は
黒
田
長
政
が
先
頭
と
な

っ
た
。
東
軍
は
、
関
ヶ
原
の
西
一
帯
に
西
軍
が
展
開
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
と
、
進
軍
を
止
め
て
霧
が
晴
れ
る
の
を
待
っ
た
。

家
康
は
桃も

も

配く
ば
り

山や
ま

に
本
陣
を
定
め
た
。

　

午
前
八
時
頃
、
東
軍
の
松
平
忠
吉
（
家
康
四
男
）
と
井
伊
直
政

が
、
先
陣
の
福
島
正
則
隊
の
側
面
を
抜
け
て
西
軍
の
宇
喜
多
隊

に
向
か
い
、
戦
端
を
開
い
た
（
福
島
正
則
が
先
陣
で
あ
っ
た
た
め
、

松
平
忠
吉
と
井
伊
直
政
の
行
為
は
抜
け
駆
け
と
な
る
）。
こ
れ
を
見

た
正
則
は
、
東
山
道
を
進
ん
で
宇
喜
多
隊
を
射
撃
し
た
。
福
島

石田三成石田三成

島清興島清興

黒田長政黒田長政

細川忠興細川忠興

加藤喜明加藤喜明
金森長近金森長近

松平忠吉松平忠吉
池田輝政池田輝政

吉川広家吉川広家

長束正家長束正家

毛利秀元毛利秀元
安国寺恵瓊安国寺恵瓊

長宗我部盛親長宗我部盛親

井伊直政井伊直政
家康本陣家康本陣本多忠勝本多忠勝

田中吉政田中吉政

徳
川
家
康

徳
川
家
康

有
馬
則
頼

有
馬
則
頼

山
内
一
豊

山
内
一
豊

浅
野
幸
長

浅
野
幸
長

織田有楽織田有楽
島津豊久島津豊久

小西行長小西行長

宇喜多秀家宇喜多秀家

戸田勝成戸田勝成

平塚為広平塚為広
赤座直保赤座直保
小川祐忠小川祐忠 朽木元綱朽木元綱

脇坂安治脇坂安治

藤堂高虎藤堂高虎
寺沢広高寺沢広高

京極高知京極高知
福島正則福島正則

小早川秀秋小早川秀秋

大谷吉継大谷吉継

島津惟新島津惟新

伊
勢
街
道

伊
勢
街
道

北国脇往還

北国脇往還

北国脇往還北国脇往還

十九女池十九女池

池寺池池寺池

小池小池

野上野上
垂井垂井

牧田牧田

南宮山南宮山

松尾山松尾山

今須今須

山中山中

宮上宮上

玉城玉城
石原峠石原峠

北天満山北天満山

南天満山南天満山 関ヶ原関ヶ原

小関小関

笹尾笹尾

藤
古
川

藤
古
川

東山道東山道

大関大関

梨木川
梨木川

図 2　通説の布陣図
『日本戦史・関原役 附表・附図』の付図を、著名な武将（部隊）に絞って簡略化した。
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隊
の
銃
声
を
聞
い
て
、
ほ
か
の
東
軍
諸
隊
も
攻
撃
を
開
始
。
藤
堂
高
虎
、
京
極
高
知
、
寺て

ら

沢ざ
わ

広ひ
ろ

高た
か

は
大
谷
隊

を
攻
め
、
織
田
有う

楽ら
く

ら
は
小
西
隊
に
向
か
い
、
田
中
吉
政
、
細
川
忠
興
、
加
藤
嘉
明
、
金
森
長
近
ら
は
石
田

隊
に
向
か
っ
た
。

　

三
成
は
、
戦
機
の
熟
す
の
を
見
計
ら
っ
て
狼の

ろ
し煙

を
上
げ
、
松
尾
山
の
小
早
川
秀
秋
、
南
宮
山
の
毛
利
軍
に

出
撃
の
合
図
を
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
応
じ
な
か
っ
た
。

　

南
宮
山
で
は
、
開
戦
を
知
っ
た
長
束
正
家
と
安
国
寺
恵
瓊
が
、
毛
利
軍
に
出
撃
を
促
し
た
。
し
か
し
、
毛

利
軍
の
前
隊
を
率
い
る
吉
川
広
家
と
福
原
広
俊
は
前
日
に
東
軍
と
不
戦
の
密
約
を
交
わ
し
て
お
り
、
動
こ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。
松
尾
山
の
小
早
川
秀
秋
も
ま
た
、
東
軍
に
内
通
し
て
お
り
、
東
軍
に
寝
返
る
密
約
を
交

わ
し
て
い
た
。

　

一
方
、
家
康
は
南
宮
山
の
動
き
を
心
配
し
、
本
多
忠
勝
に
相
談
し
た
。
そ
し
て
、
忠
勝
が
﹁
憂
う
に
足
ら

ず
﹂
と
答
え
る
と
、
九
時
を
過
ぎ
た
頃
に
関
ヶ
原
に
進
軍
し
た
。
本
多
忠
勝
は
、
南
宮
山
が
動
か
な
い
こ
と

を
見
抜
い
て
最
前
線
に
進
出
し
、
島
津
隊
へ
向
か
っ
た
。

　

家
康
は
十
一
時
頃
、
更
に
三
、
四
百
ｍ
ほ
ど
前
進
し
、
東
軍
諸
隊
も
全
力
で
攻
撃
し
た
が
、
西
軍
の
抵
抗

は
強
固
で
あ
り
、
正
午
近
く
な
っ
て
も
勝
敗
は
つ
か
な
か
っ
た
。

　

未
だ
東
軍
に
寝
返
る
気
配
の
な
い
小
早
川
秀
秋
に
対
し
て
業
を
煮
や
し
た
家
康
は
、﹁
誘
導
の
銃
を
放
ち
、

向
背
を
確
か
め
よ
﹂
と
命
じ
、
徳
川
と
福
島
の
鉄
砲
隊
が
松
尾
山
に
向
か
っ
て
数
発
の
一
斉
射
撃
を
お
こ
な
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っ
た
。
秀
秋
は
、
東
軍
が
自
身
に
向
か
っ
て
銃
撃
し
た
の
を
見
る
と
、
諸
隊
に
西
軍
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
命

令
し
、
松
尾
山
を
下
り
て
大
谷
隊
に
突
入
し
た
。

　

大
谷
吉
継
は
、
あ
ら
か
じ
め
秀
秋
に
叛
意
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
た
め
、
こ
の
変
事
に
驚
く
こ
と

な
く
、
六
百
余
の
兵
で
こ
れ
を
防
い
だ
。

　

平
塚
為
広
、
戸
田
勝
成
が
小
早
川
隊
を
撃
退
し
、
追
撃
を
始
め
る
と
、
藤
堂
高
虎
、
京
極
高
知
、
織
田
有

楽
ら
が
、
平
塚
・
戸
田
隊
を
側
面
か
ら
攻
撃
。
こ
の
時
、
藤
堂
高
虎
が
、
西
軍
の
脇
坂
安
治
ら
に
合
図
を
す

る
と
、
脇
坂
安
治
、
小
川
祐
忠
、
朽
木
元
綱
、
赤
座
直
保
も
東
軍
に
寝
返
り
、
平
塚
・
戸
田
隊
に
向
か
っ
た
。

こ
れ
に
小
早
川
隊
も
勢
い
を
取
り
戻
し
、
平
塚
・
戸
田
隊
は
三
面
か
ら
攻
撃
を
受
け
て
壊
滅
。
平
塚
為
広
と

戸
田
勝
成
は
戦
死
、
大
谷
吉
継
は
自
害
し
た
。

　

小
早
川
秀
秋
の
寝
返
り
に
よ
っ
て
、
西
軍
諸
隊
に
動
揺
が
走
り
、
小
西
行
長
、
次
い
で
宇
喜
多
秀
家
が
敗

走
し
た
。
石
田
三
成
は
、
黒
田
長
政
、
田
中
吉
政
、
細
川
忠
興
ら
と
数
回
に
わ
た
っ
て
激
戦
を
繰
り
広
げ
て
、

午
後
に
も
及
ん
だ
が
、
小
西
・
宇
喜
多
の
敗
走
を
受
け
て
崩
れ
た
。

　

島
津
隊
も
、
島
津
豊
久
が
一
斉
射
撃
で
応
戦
す
る
が
、
東
軍
の
突
入
は
止
め
ら
れ
ず
、
半
数
以
上
が
死
傷

し
た
。
そ
こ
で
島
津
惟
新
は
、
敵
中
を
突
破
し
て
牧
田
か
ら
西
南
に
逃
げ
る
こ
と
に
決
め
、
全
軍
一
団
と
な

っ
て
突
進
を
始
め
た
。
福
島
正
則
、
小
早
川
秀
秋
、
本
多
忠
勝
、
井
伊
直
政
が
、
島
津
隊
を
追
撃
。
島
津
豊

久
は
馬
を
返
し
て
奮
戦
す
る
が
、
討
死
。
島
津
家
臣
・
長
寿
院
盛も

り

淳あ
つ

も
、
自
ら
﹁
兵
庫
入
道
（
島
津
惟
新
）﹂
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を
名
乗
っ
て
奮
戦
の
末
、
討
死
し
た
。

　

島
津
惟
新
が
多た

良ら

（
大
垣
市
上
石
津
町
）
に
向
か
っ
て
い
る
時
、
松
平
忠
吉
と
井
伊
直
政
が
追
い
打
ち
を
か

け
る
が
、
島
津
隊
の
奮
戦
に
よ
っ
て
忠
吉
は
負
傷
、
直
政
も
狙
撃
さ
れ
て
負
傷
す
る
。
そ
の
後
、
家
康
の
追

撃
中
止
命
令
が
下
り
、
午
後
二
時
半
に
戦
闘
は
終
了
す
る
。

合
戦
像
を
め
ぐ
る
新
説
を
検
討
す
る
①

　

前
節
で
通
説
と
な
っ
て
い
る
合
戦
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
近
年
は
合
戦
像
の
見
直
し
が
盛
ん
に
お

こ
な
わ
れ
、
様
々
な
新
説
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
家
康
が
松
尾
山
へ
の

一
斉
射
撃
を
命
じ
た
の
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
す
る
説
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
斉
射
撃
は
、
宮み

や

川が
わ

忍に
ん

斎さ
い

の
﹃
関せ

き
が

原は
ら

軍ぐ
ん

記き

大た
い

成せ
い

﹄
に
は
﹁
誘
鉄
炮
﹂、﹃
日
本
戦
史
・
関
原
役
﹄
で
は
﹁
誘
導
の
銃
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

小
早
川
秀
秋
の
寝
返
り
を
促
す
引
き
金
と
し
て
、
合
戦
の
転
換
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
東
軍
の
最
前
線
か
ら
松
尾
山
ま
で
約
一
・
三
㎞
の
距
離
が
あ
る
た
め
、
射
撃
を
認
識
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
点
な
ど
か
ら
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
約
四
十
年
前
か
ら
疑
義
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
（
藤
本
：
一

九
八
四
）。
そ
し
て
、
近
年
で
は
白
峰
旬
氏
が
、
一
斉
射
撃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
﹃
井
伊
家
慶
長
記
﹄
が
初
見
で

あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
藤
堂
高
虎
が
小
早
川
秀
秋
の
陣
に
空
砲
を
打
ち
込
み
、
秀
秋
が
反
撃
し
て
来
な
い
の

を
見
て
、
寝
返
り
は
疑
い
な
い
と
確
信
し
た
と
い
う
別
の
話
で
あ
っ
た
と
指
摘
。
さ
ら
に
逸
話
の
変
遷
を
整
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理
し
た
こ
と
で
、
文
献
史
学
の
面
か
ら
も
否
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
白
峰
：
二
〇
一
四
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
説
に
よ
っ
て
合
戦
像
が
一
変
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
新
説
の
採
用

に
は
慎
重
と
な
り
、
十
分
に
検
討
を
お
こ
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
ほ
か
話
題

と
な
っ
て
い
る
二
つ
の
新
説
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

図
２
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
布
陣
図
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹃
日
本
戦
史
・

関
原
役 

附
表
・
附
図
﹄
収
載
の
図
（
以
下
﹁
日
本
戦
史
の
図
﹂
と
表
記
）
が
基
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
や

す
く
改
良
し
た
も
の
が
一
般
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
﹁
日
本
戦
史
の
図
﹂
に
対
し
て
、
白
峰
旬
氏
は
、

江
戸
時
代
に
流
布
し
た
関
ヶ
原
の
戦
い
の
布
陣
図
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
は
な
く
、
参
謀
本
部
が
明
治
時

代
に
創
作
し
た
歴
史
的
根
拠
の
な
い
布
陣
図
で
あ
る
と
評
価
し
た
（
白
峰
：
二
〇
一
四
）。
ま
ず
は
、
こ
の
説

を
取
り
上
げ
た
い
。

　

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
の
評
価
は
不
適
切
で
あ
る
。﹃
日
本
戦
史
・
関
原
役 

文
書
補
伝
﹄
に
は
、
関
ヶ

原
の
戦
い
の
関
係
史
料
が
一
三
六
点
収
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、﹃
日
本
戦
史
・
関
原
役
﹄
は
史
料
に
基
づ
い

た
編
纂
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
編
纂
委
員
の
竹
内
正
策
と
横
井
忠
直
は
、﹃
関
原
合
戦
図
志
﹄
を
著

し
た
神
谷
道
一
と
交
流
が
あ
り
、﹃
関
原
合
戦
図
志
﹄
の
稿
本
を
校
閲
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
調
査
・
研

究
に
基
づ
い
て
﹃
日
本
戦
史
・
関
原
役
﹄
は
編
纂
さ
れ
て
い
る
。﹁
日
本
戦
史
の
図
﹂
が
、
歴
史
的
根
拠
の
な

い
図
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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江
戸
時
代
に
流
布
し
た
布
陣
図
は
、﹃
武ぶ

家け

事じ

紀き

﹄（
延
宝
元

年
（
一
六
七
三
）
成
立
）
収
載
の
図
に
代
表
さ
れ
る
江
戸
時
代
前

期
に
成
立
し
た
布
陣
図
の
形
式
と
、
江
戸
時
代
中
期
に
成
立
し

た
布
陣
図
の
形
式
に
大
別
さ
れ
る
。
二
つ
は
、
東
軍
諸
将
の
配

置
で
は
違
い
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
西
軍
諸
将
の
配
置
は
類
似

し
て
い
る
。
そ
し
て
﹁
日
本
戦
史
の
図
﹂
も
、
西
軍
諸
将
の
配

置
は
江
戸
時
代
の
布
陣
図
と
類
似
し
て
い
る
。

　

東
軍
諸
将
の
配
置
が
布
陣
図
に
よ
っ
て
違
い
が
み
ら
れ
る
の

は
、
東
軍
は
三
成
ら
を
追
っ
て
関
ヶ
原
へ
移
動
し
て
い
る
た
め
、

西
軍
の
よ
う
に
計
画
的
な
布
陣
が
出
来
な
か
っ
た
点
や
、
戦
局

に
応
じ
て
陣
を
移
動
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

﹃
東と

う

照し
ょ
う

宮ぐ
う

御ご

実じ
っ

紀き

﹄
に
は
、
福
島
家
臣
で
あ
っ
た
大
道
寺
直
次

の
語
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
﹁
こ
の
よ
う
な
大
戦

は
前
代
未
聞
の
こ
と
で
、
軍
は
順
序
な
く
入
り
交
わ
り
、
作
法

次
第
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
先
を
競
っ
て
攻
め
か
か
っ
て
敵
を

切
り
崩
し
、
追
い
留
め
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
四
方
八
方
へ

図 3　筆者作成の布陣図
武将（部隊）は史料から布陣地を判断できるもののみを記している。

毛利秀元毛利秀元伊
勢
街
道

伊
勢
街
道

徳
川
家
康

徳
川
家
康

浅
野
幸
長

浅
野
幸
長

池
田
輝
政

池
田
輝
政

石田三成石田三成

島清興島清興

島
津
惟
新

島
津
惟
新

小池小池

宇喜多秀家宇喜多秀家
平塚為広平塚為広
大谷吉継大谷吉継

小早川秀秋小早川秀秋

小
川
祐
忠

小
川
祐
忠

脇
坂
安
治

脇
坂
安
治

福島正則福島正則
京極高知京極高知

寺沢広高寺沢広高
井伊直政井伊直政
本多忠勝本多忠勝

松平忠吉松平忠吉

黒田長政黒田長政
細川忠興細川忠興

加藤喜明加藤喜明
金森可重金森可重

藤堂高虎藤堂高虎 十九女池十九女池

池寺池池寺池

野上野上
垂井垂井

牧田牧田

南宮山南宮山

松尾山松尾山

今須今須

山中山中 藤下藤下

北天満山北天満山

南天満山南天満山

小関小関

笹尾笹尾

藤
古
川

藤
古
川

梨木川
梨木川

黒地川黒地川

東山道東山道

島津豊久島津豊久

宮上宮上
石原峠石原峠

北国脇往還北国脇往還
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敵
を
追
行
し
た
の
で
、
な
か
な
か
傍
ら
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
﹂
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
言
葉
は
核
心
を
突
い
て
い
よ
う
。

　

白
峰
旬
氏
が
﹁
日
本
戦
史
の
図
﹂
に
対
し
て
疑
義
を
唱
え
て
い
る
福
島
正
則
の
陣
が
突
出
し
て
い
る
点
に

つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
成
立
し
た
形
式
の
布
陣
図
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
松
平
忠
吉
と
井
伊
直

政
が
福
島
正
則
と
離
れ
て
布
陣
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
布
陣
図
に
も
み
ら
れ
る
。

﹁
日
本
戦
史
の
図
﹂
は
、
参
謀
本
部
が
調
査
・
研
究
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
史

料
と
の
関
係
性
は
認
め
ら
れ
る
。
歴
史
的
根
拠
の
な
い
布
陣
図
と
い
う
評
価
は
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

図
３
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
参
戦
し
た
武
将
の
覚
書
な
ど
、
比
較
的
信
憑
性
の
高
い
史
料
を
基
に
筆
者
が
作

成
し
た
布
陣
図
で
あ
る
（
水
野
：
二
〇
二
二
ｂ
）。
図
２
と
図
３
を
比
較
し
て
も
、
極
端
な
違
い
は
み
ら
れ
ず
、

現
状
、﹁
日
本
戦
史
の
図
﹂
で
合
戦
像
を
と
ら
え
て
も
支
障
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

合
戦
像
を
め
ぐ
る
新
説
を
検
討
す
る
②

　

次
に
、
北
天
満
山
か
ら
西
に
約
二
㎞
の
城
山
の
山
頂
に
あ
る
城
跡
（
玉た

ま

城じ
ょ
う）
は
、
西
軍
が
豊
臣
秀
頼
を
迎

え
る
本
陣
と
し
て
築
い
た
陣
城
で
あ
る
と
す
る
説
を
み
て
い
き
た
い
（
千
田
：
二
〇
二
一
）。
こ
の
説
に
よ
る

な
ら
ば
、
西
軍
は
あ
ら
か
じ
め
関
ヶ
原
を
主
戦
場
と
決
め
、
そ
こ
に
東
軍
を
誘
い
込
ん
だ
こ
と
と
な
る
た
め
、

西
軍
の
関
ヶ
原
転
進
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
変
す
る
。
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し
か
し
、
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
こ
の
説
は
成
り
立
た
な
い
。
ま
ず
、
西
軍
に
豊
臣
秀
頼
を
戦
場
に
迎
え

る
計
画
は
無
か
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

西
軍
の
首
脳
部
か
ら
諸
大
名
へ
宛
て
ら
れ
た
書
状
は
い
く
つ
か
伝
存
し
て
い
る
が
、
秀
頼
へ
の
奉
公
は
訴

え
て
い
て
も
、
秀
頼
の
出
陣
に
関
し
て
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
仮
に
豊
臣
秀
頼
を
戦
場
に
迎
え
る
計
画

が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
実
現
性
が
低
か
っ
た
と
し
て
も
、
多
数
派
工
作
の
た
め
に
、
秀
頼
の
出
陣
を
方
々
に
喧

伝
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
秀
頼
の
出
陣
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
無
か
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

　

上
杉
家
臣
・
来き

次す
ぎ

氏う
じ

秀ひ
で

は
六
月
十
日
付
け
の
書
状
で
、
上
杉
景
勝
に
仕
え
る
船
頭
が
大
坂
か
ら
下
国
し
て

語
っ
た
情
報
と
し
て
、
家
康
が
上
杉
氏
征
討
に
際
し
て
、
秀
頼
を
伴
っ
て
会
津
へ
下
向
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
秀
頼
の
馬う

ま

廻ま
わ
り衆

一
同
が
断
固
と
し
て
反
対
し
、
約
六
万
人
い
る
馬
廻
衆
の
支
持
を
失
っ
た
家
康
は
、
軍

隊
の
編
成
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
話
を
記
し
て
い
る
（﹁
杉
山
悦
郎
氏
所
蔵
文
書
﹂）。

　

豊
臣
家
の
家
老
で
あ
る
三
奉
行
が
味
方
し
、
秀
頼
を
推
戴
し
た
西
軍
に
と
っ
て
正
当
性
は
十
分
で
あ
り
、

む
し
ろ
八
歳
の
主
君
を
戦
場
へ
送
り
出
す
計
画
を
立
て
る
方
が
、
周
囲
か
ら
の
支
持
を
失
う
危
険
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

ま
た
玉
城
は
、
曲
輪
が
西
側
に
連
な
っ
て
お
り
、
堀
切
も
西
側
に
設
け
ら
れ
、
近
江
方
面
を
意
識
し
た
構

造
と
な
っ
て
い
る
（
東
軍
が
布
陣
す
る
方
角
と
逆
）。
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そ
し
て
、
こ
の
説
の
最
大
の
違
和
感
は
、
関
ヶ
原
が
戦
場
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
玉
城
が
全
く
役

立
た
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
西
軍
が
伊
藤
盛
正
に
城
と
し
て
整
備
さ
せ
た
松
尾
山
は
、
東
山
道
に

面
し
て
い
る
た
め
、
上
方
へ
の
進
路
を
塞
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ゆ
え
に
松
尾
山
に
は
小
早
川
秀
秋
が
布

陣
し
て
い
る
。
し
か
し
、
玉
城
は
東
山
道
と
北
国
脇
往
還
の
い
ず
れ
も
山
を
隔
て
て
離
れ
て
お
り
、
街
道
の

防
衛
拠
点
と
し
て
適
し
て
い
な
い
（
図
２
参
照
）。
玉
城
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
活
躍
で
き
る
場
所
に
は
な
く
、

そ
こ
に
西
軍
が
巨
大
陣
城
を
築
く
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
。
玉
城
に
関
ヶ
原
の
戦
い
と
の
関
係
性
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

以
上
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
新
説
を
取
り
上
げ
た
が
、
一
斉
射
撃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
否
定
以
外
は
妥
当
で

な
い
。
通
説
も
完
璧
と
は
い
え
な
い
が
、
現
状
は
通
説
で
合
戦
像
を
と
ら
え
る
の
が
堅
実
と
い
え
よ
う
。

戦
後
処
理

　

家
康
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
大
勝
利
を
挙
げ
た
が
、
東
山
道
を
進
ん
で
い
た
徳
川
秀
忠
の
隊
が
決
戦
に
参

戦
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
引
け
目
が
あ
っ
た
。
秀
忠
の
隊
が
到
着
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
関
ヶ
原
の
戦
い

に
お
い
て
備そ

な
えを

構
成
し
て
前
線
で
戦
え
る
重
臣
は
、
松
平
忠
吉
、
井
伊
直
政
、
本
多
忠
勝
し
か
い
な
か
っ
た
。

そ
の
兵
力
の
割
合
は
、
東
軍
の
前
線
部
隊
の
約
五
分
の
一
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
福
島
正
則
ら
豊
臣
系
大
名

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
対
す
る
政
治
的
配
慮
か
ら
、
西
国
に
豊
臣
系
の
国く

に

持も
ち

大
名
が
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多
く
輩
出
さ
れ
た
。

　

大
功
を
立
て
た
大
名
に
対
す
る
配
慮
は
あ
っ
た
も
の
の
、
家
康
は
大
勝
利
に
よ
っ
て
独
裁
的
権
力
を
不
動

の
も
の
と
し
た
。
戦
後
の
領
知
配
分
に
は
、
片
桐
且
元
ら
豊
臣
秀
頼
の
老
臣
も
参
画
し
て
い
た
が
、
万
事
、

徳
川
氏
の
思
い
の
儘ま

ま

で
あ
っ
た
と
い
う
（﹁
隈
部
文
書
﹂）。

　

し
か
し
、
家
康
に
課
題
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
関
ヶ
原
の
戦
い
は
豊
臣
政
権
に
お

け
る
権
力
闘
争
に
す
ぎ
ず
、
家
康
の
形
式
的
な
立
場
は
大
老
の
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
依
然
と
し
て
領
知

配
分
・
給
付
の
主
体
は
豊
臣
秀
頼
で
あ
り
、
家
康
の
名
を
も
っ
て
領
知
宛
行
状
を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

家
康
は
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
領
知
宛
行
状
の
発
給
は
お
こ
な
わ
ず
、
伊
奈
忠
次
ら
吏
僚
が
発

給
し
た
目
録
を
も
っ
て
領
知
の
配
分
を
お
こ
な
っ
た
。
領
知
宛
行
状
を
発
給
し
な
い
こ
と
で
、
領
知
配
分
・

給
付
の
主
体
が
誰
か
と
い
う
問
題
を
曖
昧
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
目
録
の
最
後
に
﹁
次
は
（
家
康
か

ら
）
御
朱
印
（
領
知
宛
行
状
）
を
頂
戴
し
て
（
貴
方
に
）
差
し
上
げ
ま
す
﹂
の
一
文
を
副そ

え
る
こ
と
で
、
領
知

配
分
・
給
付
の
主
体
が
家
康
で
あ
る
と
示
唆
す
る
布
石
も
打
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
二
年
後
（
慶
長
七
年
九
月
）
に
は
、
諸
大
名
の
領
知
宛
行
に
お
い
て
、
家
康

の
印
判
が
捺
さ
れ
た
領
知
宛
行
状
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
を
も
っ
て
、
家
康
は
領
知
宛
行
権

を
完
全
に
掌
握
し
、
徳
川
政
権
を
樹
立
す
る
た
め
の
土
台
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
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君は、
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「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



